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今年で DIB が発見されてからおよそ 100 年 ("DIB" が定義されてから 80 年)
    - 様々な線幅をもつ吸収線で紫外 (~4000 Å) から近赤外 (~1.8μm) に現れる
依然として DIB carrriers については interstellar 起源だということ以外判明していない
DIB carriers と Extinction Curve の関係については古くから調べられてきた
    - 2175Å の bump と FUV (λ-1 > 5.9μm-1) の rise/DIB carriers の起源と環境依存性を探るのに有効
1995 年の論文 "Diffuse Interstellar Bands and UV Extinction Curves – The Missing Link" を更新する
FUVと相関のありそうなDIBは 4 of 40だけ (相関は弱い),結局良くわからないまま

手法と新規性について
1. これまでは Extinction Curve の評価方法がまちまち → 適切な表現法(?)に基づいて評価
2.これまでで最大のDIB-Extinction Curveサンプル (40 DIBs, 97 sightlines)を構築 (主に可視光)
3. E(B-V) で規格化した DIB の強度と Extinction の間に相関がないか調べる

Figure 2: 減光曲線の表現方法

Figure 4: サンプルの特徴について Figure 8: 主な結果 (相関なし)

Figure 11-14: FUV と相関のありそうな 4 つのDIB

Figure 15: UV bump と FUV にはとくに相関なし


